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固体増殖方式の核融合ブランケットでは中性子増倍材の Be(n,2n)反応を利用して燃料トリチウムの自己自

給性を実現する。本研究では、優れたエネルギー分解能を持つ軟 X 線発光分光法により、耐酸化性に優れ

た先進増殖材ベリライド Be12M（M = Ti, V）の価電子構造の分析を行った。また、ベリライドや酸化物相

から得られる Be-K情報をもとに構成した、水蒸気酸化ベリライド試料の元素・化学状態マッピング結果

についても報告する。 
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1. 緒言 

先進中性子増倍として期待されるベリリウム金属化合物

（ベリライド）は金属ベリリウムと比較して優れた高温

耐酸化性を示すが、その電子構造は十分に理解されてい

ない。そこで本研究では、軟 X 線発光分光法によってベ

リライドの電子状態の分析を行った。 

 

2. 研究手法 

プラズマ焼結されたベリライド試料 Be12M (M = Ti, V)

を対象に価電子構造の分析を行った。試料分析にはフィ

ールドエミッション電子プローブマイクロアナライザ

（JXA-8500F）に搭載された軟 X線発光分光（SXES）を用

いた。また、密度汎関数法に基づく第一原理計算によっ

て Be の状態密度を計算し、実験結果との直接比較を行っ

た。 

 

3. 結果と考察 

図 1に BeO 試料と Be12V 試料からの Be-Kスペクトルの測定結果及び計算結果を示す。BeO 試料では、Be12V

試料と比較して Be-Kが低エネルギー側に約 4 eV のケミカルシフトが生じることを確認した。第一原理計

算による Be-Kのエネルギーは 10%程度過小評価されたが、ピークの形状や酸化物のケミカルシフトは実験

結果とよい一致を示した。100.0～112.0, 100.0～106.5, 106.5～112.0 eV エネルギー範囲におけるピーク

面積を PA, PB, PCと定義し（図 1）、化学状態マッピングを実施した。本発表では、水蒸気酸化ベリライド

試料の化学状態マッピングの結果を併せて報告する。 
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図 1  Be-Kスペクトルの実験結果（上）と

第一原理計算結果（下） 
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